
人内 BAA入 匝]堤頚源と～スペィンのひかり～
“画面は思い入れしすぎず…呼吸するように"…画質の自筆メモにある大内さんの言葉で

す。あえて平明である事を意識した画面作りは、彼の美意識を反映させ、作品は知的な優し

さに満ちていますぅ同時に、幾年もの考察や客観を経て重ねられ、複層となつた画面は、見
る度に異なる印象を与え、想像力をかきたててくれるのです。

魅力に沿れた彼の作品は、あたたかな体温を伴なって、いつまでも私たちの傍に寄り添つ

てくれるでしょう。

1948山 形市生/1967山 形県立東高等学校 卒/1973武蔵野美術大学造形学部油彩
科研究科卒/1978ス ペィン滞在、国内外各地で展覧会開催/1982バ ルセ回ナに転居/2007
帰国、山形市在住/2019逝く                す

○第 1会 場

山形県郷土館 文翔館
2049年10月 14日 (月)-23日●10

21日 働 )休館
9:30～ 16:30

〒990-0042山形市旅篭町3丁目4-51
Te1 023(635)5500
http://www.gakushubunka.jp/bunsyokan/

10:30～ 18:30最 終日 17:30
〒990-0042山形市七日町二丁目1-381■
TEL口 FAX 023(623)3140

東隣の前田駐車場をご利用下さい。
URL http://wwwyoshino一 garo ip/

e― rnail info③ yoshino― garo jp

'1文・恵埜画廊 間裕美

○第 2会場

恵埜画廊
2049年10月 4日 (a~20日 (日)

8・ 15日 (火)定休
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『バルセロナ・イエロー』 50.0× 35.O on 紙にコラージュ・アクリル・パステル他

人 六 暗 央 回 獲 展 ～ スベィンのひかり～人ハ噴入 回犠展

『Paris Rosado』  SM


